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町の動き(4月1日現在)男4，924人(-30)女5，509人(-13)計10，433人(-43)世帯数3，255(-22) 
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地
域
福
祉
租
の
充
実

・
快
適
な
環
境
申
つ
く
り
に

総
額
五
十
億

平
成
四
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
一
一
一
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月

十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
+
日
聞
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
総
額
五
十
億
三
百
万
円
余
り
の
平
成
四
年
度
一
般
会

計
亙
び
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

二
十
三
議
案
等
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
か
ら
順
を
追
っ
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

般
会
計

平
成
四
年
度
予
算
(
第
一
表
)
の
六

十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

一
般
会

計
は
、
総
額
三
十
三
億
七
千
五
百
万

円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
十
二
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

入

歳
入
予
算
は
、
町
税
が
二
十
六
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方
交
付
税
が
二

~唱、

十
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
全
体
の

五
十
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

大
き
な
財
、
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国

・
県
の
支
出
金
は
、
十
八

・
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
少
な
い
割
合
と
な

っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
の
補
正
予
算
を

通
し
て
追
加
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

歳

出
]

歳
出
予
算
は
、
目
的
別
で
は
土
木

費
に
十
八

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も

多
く
の
予
算
が
編
成
さ
れ
、
農
林
水

司.

万
町
営
茶
堂
団
地
建
設
な
ど

--
-・・圃圃・・・

百

産
業
費
、
総
務
費
、
教
育
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

社
会
福
祉
面
に
お
い
て
は
、
特
に
老

人
・障
害
者
福
祉
の
充
実
、
社
会
教
育

円
平成 4年度会計別予算の状況第 1表
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平成四年度

当初予算

(単位:千円)

会計別 本年度 前年度 比較
得減率 構成比

繰入金 繰出金
(%) (%) 

一般会計 3.375.000 2，998，000 377∞o 12.6 67.4 292.l73 208，087 

国 f采 549，316 534.442 14.874 2.8 1l.0 19.700 

老人保健 823.822 724.547 99，275 13.7 16.5 42，386 4 

簡易水道 255，533 153.800 101.733 66.l 5.1 146，∞o 

A E3 言十 5，∞3，671 4，410，789 592，882 13.4 100.0 500，259 208，091 

..... 



• 

事
業
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
推

進
事
業
の
促
進
、
各
種
公
共
的
な
団

体
の
積
極
的
な
事
業
の
新
規
取
り
組

み
に
対
す
る
補
助
の
充
実
を
図
り
、

投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、
高
速
自

動
車
道
周
辺
整
備
対
策
事
業
に
よ
る

町
道
整
備
、
圃
場
整
備
、
継
続
事
業

で
あ
り
ま
す
茶
堂
住
宅
の
建
設
、
林

道
整
備
、
消
防
施
設
整
備
、
地
区
集

会
所
建
築
、
不
燃
物
処
理
施
設
の
増

築
、
塩
ケ
森
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
整

備
事
業
他
の
観
光
地
整
備
、
教
育
施

完
成
が
待
ち
ど
お
し
い

塩
ケ
森
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
整
備
事
業

• 設
整
備
に
係
る
計
画
的
な
投
資
等
を

計
上
し
、
生
活
に
密
着
し
た
施
策
に

心
が
け
、
住
民
参
加
の
町
「
か
わ
う

ち
」
ら
し
さ
の
実
現
を
積
極
的
に
推

進
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

な
も
の
は
表
の
と
お
り
で
す
。

当
初
予
算
の
推
移

1
1
1
l」

7
」一

22億1，400万円

22億8，300万円

25億3，300万円

29億9，800万円

度

度

度

度

度

年

年

年

年

年

郎

元

2
3
4

33億7，500万円

性質別歳入歳出予算の状況

l億
4，043万
4千円
(4.1%) 

33傭7.500万円
2億808万

7千円
(6.2%) 

2億3.485万
3千円
(7.0%) 

l億6，844万2千円
(5.0%) 

2~意9 ， 217万2千円
(8.7%) 

"， v 

目的別歳出予算の状況

農林水産業費 衛 生 費 民 生 費 総 務 費 議会費ほか

重量 鍵議 &t 五み gJA 
5億8，864万1千円 3億4，592万2千円 2億8，396万6千円 4t意4，367万3千円 1億843万5千円

(17.4%) (10.3%) (8.4 %) (13.1%) (32 %) 

公 {責 費 教 =同t 費 消 防 費 土 木 費 高 工 費

逗ゑ 蕗芝 錯 謀議 匡斡
3億1，719万4千円 3億5，303万古千円 1億3，135万5千円 6億1，757万6千円 11:意8，520万円

(9.4 %) (10.5%) (3，9 %) (18.3%) (5.5 %) 
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平成4年度主な事業(投資的経費の状況)

81.273千円

51.326千円

190.347千円

57.600千円

13.000千円

9.176千円

4.881千円

36.048千円

10.200千円

7.350千円

77.500千円

15.950千円

10.000千円

4.170千円

10.953千円

160.524千円

312.506千円

120.000千円

5.600千円

6.398千円

9.600千円

3.000千円

10.962千円

16.500千円

15.965千円

7.965千円

10.585千円

O茶堂団地建設事業

0農村総合整備モデル事業

0土地改良総合整備事業

0林道整備事業

0小型パス購入

0行政財産管理費
(ミュージックサイレン設置ほか)

0普通財産管理費(直営林育林事業ほカ守

Oコミュニティ施設整備事業

0有線放送施設工事

0清掃センター施設整備

0農地費建設事業

0県営圃場整備工事負担金

O町単独土地改良事業補助金

0林道測量設計委託

0観光費建設事業

0塩が森「ふるさとの森」整備事業

0道路橋梁新設改良費

O緊急地方道路整備事業

Oがけ崩れ防災対策事業

0小型動力ポンプ及び積載車購入

0常備消防施設整備

0教育施設整備設計委託料

。小学校施設整備

O中学校教育設備購入(パソコン導入)

O中央公民館施設整備

O災害復旧費

Oその他事業(10件)

特
別
会
計

医
療
費
が
安
定
〆

国
保
税
引
き
下
げ

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

主
と
し
て
自
営
業
の
人
な
ど
が
加

入
し
て
い
る
国
保
会
計
は
、
第

一
表

の
と
お
り
、
総
額
五
億
四
千
九
百
三

十
一
万
六
千
円
で
昨
年
よ
り
二

・
八

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
額
予
算
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
医

療
費
は
、
安
定
推
移
し
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
う
国
保
財
政
調
整
基
金
保
有

額
も
増
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
余
剰
分

を
還
元
す
る
た
め
、
国
保
税
が
平
均

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
人
人
口
が
増
加
し

医
療
給
付
費
伸
び
る

老
人
保
健
特
別
会
計

七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
が
加

ー.. 

入
し
て
い
る
こ
の
会
計
は
、
総
額
八

億
二
千
三
百
八
十
二
万
二
千
円
で
昨

年
よ
り
九
千
九
百
二
十
七
万
五
千
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

老
人
人
口
の
増
加
等
に
伴
う
医
療
給

付
費
負
担
金
の
見
込
み
増
に
よ
る
も

の
で
す
。

施
設
の
整
備

充
実
化
図
る

簡
易
水
道
特
別
会
計

町
内
の
大
部
分
の
家
庭
に
安
定
的

に
飲
料
水
を
供
給
し
て
い
る
こ
の
会

計
の
予
算
は
、
総
額
二
億
五
千
五
百

五
十
三
万
三
千
円
で
昨
年
よ
り
一
億

百
七
十
三
万
三
千
円
の
大
幅
な
増
額

予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
水
道

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
改
良
工

事
費
や
東
谷
地
区
簡
易
水
道
の
拡
張

工
事
費
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

剛司四国ー..... 

般
議
案

O
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ

い
て

町
誌
新
刊
発
行
に
伴
う
補
正
予
算

に
つ
い
て
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も

のO
温
泉
郡
川
内
町
重
信
町
衛
生

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す

る
規
約

組
合
経
費
の
負
担
率
を
変
更
し
、

川
内
町
百
分
の
四
十
一
・

一
、
重
信

町
百
分
の
五
十
八
・
九
に
改
正

O
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例

育
児
休
業
法
の
制
定
に
よ
り
、
職

員
の
育
児
休
業
を
認
め
る
も
のー

O
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

危
険
又
は
不
快
な
業
務
に
従
事
す

る
職
員
の
手
当
を
改
善

O
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

育
児
休
業
法
の
制
定
に
よ
り
、
単

純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
に
対

す
る
所
要
の
改
正

O
川
内
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

国
の
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
制
度

要
網
の
改
正
に
伴
う
貸
付
限
度
額
の

改
正住

宅
新
築
資
金

三
十
万
円
以
上
六
百
七
十
万
円

以
下

住
宅
改
修
資
金

四
万
円
以
上
三
百
九
十
万
円
以

下
宅
地
取
得
資
金

三
十
万
円
以
上
五
百
三
十
万
円

以
下

貸
付
金
の
利
率

年
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
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• 

施
行
日

国
の
平
成
四
年
度
予
算
施
行
の

日
か
ら
実
施

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
出
産
費
用

の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
四
月
か

ら
二
十
四
万
円
に
引
き
上
げ
改
正

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
安
定
及

び
老
人
保
健
拠
出
金
等
制
度
改
正
に

o 0 0 0 0 た総 O き平軽

5雲震八 喜重八 護側面倒語雪八 宮高早曹里5型車
)11 iJ 改十を
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( 対 い会つ委議絶佳 本的のに¥ ンの

仙 中策生 て議い員対歪 構な利つ( 卜で
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力メ三ヲ
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F 

ム4/6交通安全指導員さん達による交通安全教室

が、川内保育園で行われました。
ーかけがえのない子供達に事故のない日々をー

• 

一一ほんとは、誰れつ一一

マ町西部公民館に

新しくトイレが完成しました。
ーモダン壁画に思わず目が止まり一

t>4/5 
平成3年度川

内町婦人会総

会レクリ工ー
ションプログ
ラムより

hv
的
川
内
中
学
校
入
学
式

新
し
く
一
六
三
名
の
新
入
生
が
思
い
思
い
の

気
持
ち
を
胸
に
入
学
し
ま
し
た
。

d
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
跡
地
が
整
備
さ

れ
、
滑
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に

変
わ
り
ま
し
た
。

ー
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
求
め
て
|

憲法週間|5月1日--7日|法守る心が築くよい社会
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福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
事
業

四
年
度
か
ら
開
始
f

川
内
町
で
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
町

内
在
住
の
重
度
障
害
者
等
の
移
動
交
通

手
段
の
確
保
と
付
添
介
護
に
伴
う
負
担

の
軽
減
及
び
障
害
者
の
社
会
参
加
と
在

宅
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
「
川
内
町

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
あ
ら
か
ビ
め
町
役
場
に
申
請

を
し
、
利
用
助
成
券
の
交
付
を
受
け
て

下
さ
い
。

交
付
を
申
請
で
き
る
方
は
、

O
町
内
に
在
住
し
て
い
る
方

O
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
j
三
級
の
方

O
療
育
手
帳

A
・
B
を
受
け
て
い
る
方

O
前
二
項
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
方

で
す
。

申
請
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
帳
と
印

か
ん
を
ご
持
参
下
さ
い
。
又
、
詳
し
い

こ
と
は
、
役
場
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。



• 

コ
ー
ヒ
ー
を

か
ん
が
え
る

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

コ
ー
ヒ
ー
は
、
生
豆
を
煎
っ
て
、

ひ

そ
れ
を
粉
に
挽
い
た
も
の
を
、
湯
で

抽
出
し
て
飲
用
し
ま
す
。
こ
れ
が
レ

ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
で
す
。

O
熔
煎
に
よ
る
成
分
の
菱
化

コ
ー
ヒ
ー
の
生
豆
は
、
摂
氏
二

O

O
度
以
上
の
高
温
で
な
け
れ
ば
、
よ

く
前
…
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ふ
つ

う
、
こ
の
よ
う
な
高
温
で
加
熱
す
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
食
品
は
、
黒

1
褐

色
に
変
化
し
、
焦
げ
臭
い
に
お
い
が

し
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
含
ま
れ
て

い
る
糖
が
変
化
(
カ
ラ
メ
ル
化
と
い

う
)
し
た
の
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
で

も
同
様
の
変
化
が
お
こ
り
ま
す
。
糖

質
だ
け
で
は
な
く
生
豆
中
に
含
ま
れ

る
各
種
の
成
分
が
加
熱
に
よ
り
多
様

な
分
解
物
や
重
合
物
を
生
じ
、
こ
れ

ら
が
色
、
味
、
香
り
な
ど
に
か
か
わ

• っ
て
き
ま
す
。

圃

コ

ー

ヒ

ー

の
液
色

コ
ー
ヒ
ー
生
豆
に
含
ま
れ
る
ク
ロ

ロ
ゲ
ン
酸
も
、
加
熱
に
よ
り
褐
色
に

変
わ
り
ま
す
。
熔
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー

豆
の
き
れ
い
な
褐
色
は
、
主
と
し
て

糖
質
と
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
の
褐
変
反
応

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
粉
末
に
し
た
煎
り
豆
か
ら

抽
出
し
た
液
は
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ラ
ウ

ン
と
か
琉
泊
色
と
称
さ
れ
る
独
特
の

色
合
い
と
な
り
ま
す
。

園
コ
ー
ヒ
ー
の
苦
味

生
豆
に
は
苦
味
が
な
く
、
熔
煎
す

る
と
苦
味
が
で
で
き
ま
す
。
熔
煎
を

深
め
る
と
苦
味
は
増
し
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
の
苦
味
は
、
主
と
し
て
糖
が
カ

ラ
メ
ル
化
す
る
過
程
で
で
き
た
物
質

に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
や
タ

ン
ニ
ン
か
ら
生
じ
た
物
質
が
特
有
の

苦
味
を
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
産
地
に
よ
っ
て
微
妙
に
苦
味

が
異
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
成
分
の

合
有
量
が
違
う
た
め
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

固

コ

ー

ヒ

ー

の

酸

味

コ
ー
ヒ
ー
の
酸
味
の
強
い
弱
い
は
、

含
ま
れ
て
い
る
有
機
酸
の
量
や
種
類

で
き
ま
り
ま
す
。

深
煎
り
(
フ
レ
ン
チ
ロ
ー
ス
ト
、

イ
タ
リ
ア
ン
ロ
ー
ス
ト
)
し
た
豆
で

は
、
揮
発
性
の
有
機
酸
が
減
っ
て
し

ま
う
の
で
、
酸
味
は
弱
く
な
り
ま
す
。

浅
煎
り
(
ア
メ
リ
カ
ン
ロ
ー
ス
ト
)

の
場
合
は
、
揮
発
性
の
酢
酸
な
ど
分

子
量
の
小
さ
い
有
機
酸
が
残
る
の
で

酸
味
が
強
く
な
り
ま
す
。

図
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
煎
る
と
、
特
有
の

芳
香
を
放
ち
ま
す
。
煎
っ
た
豆
の
中

に
は
、
二

O
O種
以
上
の
香
り
成
分

が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ど

の
物
質
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い

る
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ー

ヒ
ー
の
香
り
は
、
数
多
く
の
成
分
の

総
合
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
号
で
は
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

を
い
れ
る
条
件
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。
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社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

川
内
の
民
話

ふる霊の記録より

そ
の
⑬

お

忌

本
山
で
修
行
中
、
天
皇
陛
下
の
御
苛

め

し

も

の

町

召
物
を
御
祈
祷
し
て
、
宮
中
に
奉
相

参
す
る
行
事
が
あ
っ
た
。
一
千

高
僧
に
随
行
し
た
の
が
宮
内
少
悼

年
で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
向

宮
中
で
文
武
高
官
の
居
並
ぶ
中
で
向

あ
る
高
官
が
宮
内
少
年
を
呼
び
、
時

お
前
の
父
親
様
は
あ
の
伊
藤
博
文
原

公
で
あ
る
ぞ
と
教
え
て
下
さ
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
僧
都
は
持

人
品
高
く
、
見
る
か
ら
に
高
僧
の
向

感
が
す
る
人
で
あ
っ
た
と
い
う
が
勾

井
内
の
石
林
山
善
城
寺
の
住
職
と
却

な
っ
て
、
父
の
伊
藤
姓
を
名
の
る
明

事
も
な
く
、
七
十
余
歳
で
世
を
去
掛

っ

た

の

で

あ

る

。

同

戒
名
大
僧
都
大
教
古
昭
和
二
均

十
二
年
三
月
二
十
一
日
勾

享

年

七

十

六

才

没

遣

。

@

0

0

0

@

"

。

旬

。

納

伊

耐

~匂..... 

善
意
の
ご
寄
付
に
感
謝

盆
念
仏
の
行
事

善
城
寺
に
ま
つ
わ
る
話

西
谷

平
成
三
年
度
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
、

社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
二
十
三
件
百
三
十
三
万
千
七
百
七

十
三
円
に
も
上
る
善
意
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
は
、
川
内
町
の
福
祉
を

推
進
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ご
芳
志
に

対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大

野

誠

司

(

徳

根

来

和

武

(

上

な
か
よ
し
母
親
ク
ラ
ブ

神

野

豊

(

市

場

)

菅

野

朝

茂

(

天

神

)

花

山

進

(

三
軒
屋
)

老
人
ホ
l
ム
ガ
リ
ラ
ヤ
荘

甘
井
清
務
氏
叙
勲
祝
賀
会

野

口

静

雄

(

井

内

上

)

川
内
町
婦
人
会

菅

野

忠

俊

(

井

内

西

) 砂音

~需e句

と
地
名
と
名
前
を
呼
ん
で
「
念
仏
を

申
し
上
げ
ま
す
」
と
先
導
役
の
古
老

の
発
声
で
、
お
も
む
ろ
に
念
仏
を
唱

え
る
の
で
あ
る
。
此
の
三
名
は
旅
館

hhν
ね

で
発
れ
た
無
縁
仏
で
は
な
い
か
と
思

盆
念
仏
の
行
事

毎
年
旧
七
月
十
五
日
に
は
、
中

明
野
組
の
戸
主
が
お
薬
師
様
を
会
場

均
に
し
て
、
盆
念
仏
を
す
る
。
そ
の

伊
最
後
に
「
野
路
の
六
左
衛
門
様
」

月
「
う
ね
の
仁
平
様
」
「
谷
の
二
平
様
」

わ
れ
る
。
部
務
の
人
々
は
丁
重
に
取

り
扱
っ
て
供
養
し
て
い
る
。

善
城
寺
に

ま
つ
わ
る
話

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

川
内
町
体
育
協
会

夏
祭
り
実
行
委
員
会

高

須

賀

仁

(

板

戸

)

宮

内

益

雄

(

井

内

下

)

仙

波

君

雄

(

市

場

)

川
内
さ
っ
き
愛
好
会

川
内
町
建
設
業
者
組
合

よ
い
映
画
を
み
る
会

大

西

良

温

(

主

口

久

)

白

戸

利

雄

(

和

田

丸

)

柏

繁

則

(

東

中

村

)

橘

耕

滋

(

松

山

市

)

井
内
の
石
林
山
、
善
城
寺
の

住
職
に
て
「
宮
内
大
教
」
と
い

う
大
僧
都
が
い
た
。
毎
年
正
月

の
月
に
僧
侶
が
部
落
に
赴
き
大

般
若
の
行
事
を
行
う
の
が
通
例

と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
席
で
大

教
師
が
、
私
の
父
は
「
伊
藤
博

文
で
あ
る
」
と
申
さ
れ
た
。
大

教
師
は
子
供
の
時
、
石
手
寺
の

仏
門
に
入
り
て
後
、
高
野
山
の

旬
@
附
句
旬
z

句

mvw伊
則

取

の

@

ゆ

伊

刺

'V秒
。
。
切
。
。
ψ
ω

~ 
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同和教育

み
恥
な
の

水
平
社
の
創
立
と
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か

全
国
水
平
社
の
「
水
平
」
と
い
う

名
称
が
、
人
間
社
会
に
お
け
る
水
平

関
係
の
確
立
、
す
な
わ
ち
、
自
由
、

平
等
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
撤
廃
す
る
意

図
を
も
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。

水
平
社
の
創
立
と
は

水
平
社
の
創
立
は
、
大
正
十
年
(
一

九
二
こ
奈
良
県
柏
原
の
西
光
一万士口、

阪
本
清
一
郎
、
駒
井
喜
作
氏
等
の
青

年
の
手
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。そ

し
て
、
翌
年
三
一
月
三
一
目
、
京
都

の
岡
崎
公
会
堂
で
全
国
各
府
県
の
代

表
一
一
千
人
が
集
ま
っ
て
歴
史
的
な
創

立
大
会
が
開
か
れ
た
の
で
す
。

久
し
く
し
い
た
げ
ら
れ
、
踏
み
に

じ
ら
れ
て
い
た
部
落
の
人
達
は
、
ぅ

ば
わ
れ
た
人
間
性
を
と
り
か
え
す
た

• 
ー廿
工
宅

願
ーっ
て

|教育委員会

め
に
、
た
だ
一
つ
の
心
に
な
っ
て
会

場
を
埋
め
つ
く
し
た
の
で
す
。

大
会
は
、
部
落
民
自
身
の
力
に
よ

る
解
放
と
、
経
済
と
職
業
の
自
由
を

求
め
る
綱
領
を
定
め
、
部
落
民
の
自

覚
と
団
結
を
よ
び
か
け
た
宣
言
を
発

表
し
ま
し
た
。

怒
り
と
涙
の
中
か
ら
嵐
の
よ
う
な

拍
手
が
起
り
、
水
平
社
ば
ん
ざ
い
の

さ
け
び
は
公
会
堂
を
ゆ
り
う
ご
か
し

た
そ
う
で
す
。

現
在
も
、
そ
の
京
都
の
岡
崎
公
会

堂
跡
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

水
平
社
は
、
そ
の
後

一
年
余
り
の

聞
に
全
国
に
広
が
り
、
一
一
一
府
二
十
一

県
に
三
百
近
く
の
支
部
が
つ
く
ら
れ
、

こ
の
間
に
千
件
に
お
よ
ぶ
差
別
問
題

を
と
り
あ
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
平
社
の
創
立
の
際
に
採
択
さ
れ

た
「
綱
領
」
は
、
平
野
小
剣
、
阪
本

清
一
郎
が
、

「宣
言
」
は
西
光
万
士
口

が
原
案
を
作
成
し
、
論
議
を
重
ね
て

つ
く
り
あ
げ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。「

綱
領
」
に
は
、

我
々
は
、
経
済
の
自
由
と
職
業
の

白
白
を
社
会
に
要
求
し
、
人
間
性
の

原
理
に
覚
醒
し
人
類
最
高
の
完
成
に

向
っ
て
努
力
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。「

宣
三
巴
に
は
、

全
国
に
散
在
す
る
部
落
民
よ
団
結

せ
よ
。
そ
し
て
、
兄
弟
と
し
て
、
自

由
、
平
等
を
解
き
、
心
か
ら
人
の
世

の
熱
と
光
を
こ
い
願
う
も
の
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
人
の
世
に
熱

あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
と
結
ば
れ
て

い
ま
す
。

大
正
十
一
年
三
月
三
日

か
く
し
て
、
京
都
の
岡
崎
公
会
堂

に
お
け
る
、
創
立
大
会
の
熱
狂
的
な

感
動
は
、
出
席
者
の
帰
郷
後
の
活
動

と
当
時
の
新
聞
報
告
に
よ
り
さ
ら
に

且

') 各
地
に
波
及
し
た
の
で
す
。

平
成
四
年
度

銃
砲
万
剣
類
の
登
録
に
つ
い
て

銃
砲
万
剣
類
の
登
録
鑑
定
を
実
施

し
ま
す
か
ら
、
す
み
や
か
に
発
見
者

(
所
有
者
)
自
身
が
銃
砲
刀
剣
類
を

持
参
し
、
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

時
毎
月
第
三
水
曜
日
(
祝
日
の

場
合
は
翌
日
)

万
剣
類
午
後
一
時
か
ら
四
時

銃
砲
午
後
三
時
か
ら
四
時

場

所愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン

タ
ー
(
松
山
市
北
持
田

町
一
三
九
|
一
一
)

m三
三
二
三
六
九

三
持
参
口
叩

ハ
門
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

ω
当
該
銃
砲
万
剣
類

日
手
数
料
一
件
に
つ
き

五
、
二

O
O
円

日

(到(岡
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大
勢
が
集
ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
い
る
時
で
し
た
。

「川
内
は
い
い
所
で
す
ね
。
」

と
町
外
の
方
が
言
い
ま
す
か
ら

「
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
か
。
」

と
尋
ね
ま
す
と

「
お
年
寄
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

ね
。
そ
れ
か
ら
、
婦
人
同
志
が
と

て
も
仲
よ
く
し
て
助
け
合
っ
て
い

ま
す
ね
。
」

と
言
い
ま
す
。
又
、
別
の
方
は

「道
路
を
車
で
走
っ
て
い
て
も
、
お

花
が
美
し
い
で
す
ね
。
車
を
止
め

て
眺
め
る
事
も
あ
る
ん
で
す
よ
o
」

と
言
い
ま
す
。
他
の
一
人
は
、

「
ゴ
ミ
問
題
も
、
ゴ
ミ
の
中
か
ら
有

資
源
を
取
り
出
し
て
、
ゴ
ミ
の
減

量
に
努
力
出
来
て
い
ま
す
ね
。
」

と
、
言
い
ま
す
。

私
は
び
っ
く
り
し
て
、
も
じ
も
じ

し
て
い
ま
す
と
、

「
そ
れ
も
、
こ
れ
も
、
婦
人
会
の
人

達
が
自
分
の
事
ば
か
り
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
地
域
の
こ
と
に
も
・:
と、

気
働
き
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

素
晴
ら
し
い
婦
人
会
で
す
ね
。
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
嬉
し

く
な
っ
て
、
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ

拍
子
に
目
が
覚
め
ま
し
た
。
昨
夜
の

夢
だ
っ
た
ん
で
す
。

私
は
、
川
内
の
婦
人
会
が
、
今
の

夢
の
様
な
婦
人
会
で
あ
り
た
い
と
、

常
日
頃
思
っ
て
い
ま
し
た
。

戸
主
会
が
あ
る
の
、
だ
か
ら
、
川
内

町
の
婦
人
が
手
を
つ
な
ぐ
婦
人
会
も

• 

ぜ
ひ
必
要
で
す
。
若
し
、
婦
人
会
の

在
り
方
に
無
理
が
あ
る
の
で
し
た
ら
、

「
無
理
を
し
な
い
」
「
グ
チ
を
言
わ

な
い
」
そ
う
し
て
得
を
す
る
婦
人
会

に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

川
内
町
の
婦
人
み
ん
な
が
、
友
達
に

な
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

女
の
特
性
を
生
か
し
て
、
き
め
細

か
い
視
点
か
ら
地
域
を
見
つ
め
、
協

力
し
て
、
い
い
地
域
に
、
住
み
や
す

い
地
域
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
広
ま
る
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
、
又
、
学
校
五
日
制
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
今
の
社
会
に
向

け
て
、
地
域
の
お
年
寄
り
と
青
少
年

を
見
守
る
婦
人
会
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
学
校

一
年
生
が
、

「
一
年
生
に
な
っ
た
な
ら
、
友
達
百

人
作
ろ
う
よ
o
」

と
声
を
張
り
上
げ
て
歌
っ
て
い
ま
す

が
、
私
達
も
友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
り
、

楽
し
い
婦
人
会
に
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
私
が
会
長
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
会
長

さ
ん
は
勿
論
の
事
、
元
会
長
さ
ん
遠

の
築
か
れ
た
素
晴
ら
し
い
業
績
の
跡

を
、
私
の
よ
う
な
微
力
な
者
が
、
受

け
継
い
で
い
い
の
か
し
ら
:・
と
、
心

配
し
て
い
ま
す
。

皆
様
、
い
ろ
い
ろ
助
け
て
下
さ
い
。

間
違
い
を
し
た
ら
、
い
つ
で
も
叱
つ

か
む
力
を
つ
け
る

手
づ
く
り
お
や
つ

川
煮
干
し
の
ス
ナ
ッ
ク

小
煮
干
は
、
か
ら
揚
げ
に
し
ま

す
。
砂
糖
、
醤
油
の
煮
立
っ
た
中

に
入
れ
て
か
ら
め
、
ご
ま
を
ふ
り

か
け
ま
す
。

山

コ

l
ン
の
落
と
し
焼
き

①

冷

凍

コ

l
ン
加
グ
ラ
ム
は
、

さ
っ
と
熱
湯
を
通
し
て
お
き
ま

す。

③

ボ

l
ル
に
卵
兄
個
・
小
麦
粉

大
さ
じ

2
・
牛
乳
叩
∞

・
塩
少

少
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、
コ
ー

ン
と
粉
チ
l
ズ
を
大
さ
じ

1
・

パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
適
量
を

加
え
ま
す
。

③
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に

ス
プ
ー
ン
で
落
と
し
て
焼
き
ま

す。

※
他
に
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
、
す

る
め
な
ど
も
。川

内
町
婦
人
会

て
下
さ
い
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

円

U

川
内
町
婦
人
会
々
長

山

本

ア

ツ

子

四
月

一
日
付
け
の
異
動
で
武
智
巡

査
部
長
が
、
三
島
署
土
居
駐
在
所
に

転
任
さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
大
西

警
部
補
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

マ
自
己
紹
介

氏

名

大

西

時

男

(

日

歳

)

前
任
地
松
山
東
署
久
米
駐
在
所

出
身
地
重
信
町
樋
ノ
口

趣

味

釣

り

家

族

妻

長
女

シ
ゲ
子

コ
ズ
エ



• 
ー

抱

長

男

博

行

母

季

(

す

え

)

住
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め

に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

負

離
任
の
先
生
方

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

O
退

職
川
上
小
学
校

校

長

東
谷
小
学
校

教

頭

川
内
中
学
校

教

諭

教

諭

野

首

恒

明

横

山

良

隆

宇

和

川

信

山

内

真

史

O
転

出
川
上
小
学
校

教

諭

古

川

勝

聴

(
久
米
小
学
校
へ
)

栄

養

職

員

近

藤

和

子

(
余
土
小
学
校
へ
)

西
谷
小
学
校

教

諭

渡

部

利

博

(
石
井
東
小
学
校
へ
)

参ー

養

護

教

諭

川

島

明

美

(
味
酒
小
学
校
へ
)

主

事

吉

村

由

紀

(
桑
原
中
学
校
へ
)

川
内
中
学
校

教

諭

前

田

喜

美

子

(
重
信
中
学
校
へ
)

諭

高

須

賀

康

夫

ヘ
教
育
セ
ン
タ
ー
/

/
砥
部
中
学
校
へ
¥

諭

河

測

千

景

(
重
信
中
学
校
ヘ
)

諭

近

藤

慶

二

(
北
条
南
中
学
校
へ
)

教事士事文
着
任
の
先
生
方

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

O

転

入

川
上
小
学
校

校

長

竹

田

敏

行

(
中
津
小
学
校
よ
り
)

教

諭

渡

部

勇

次

(
中
島
東
小
学
校
よ
り
)

栄

養

職

員

菅

野

千

里

(
桑
原
小
学
校
よ
り
)

諭

田

村

望(

新

任

)

教

東
谷
小
学
校

教

頭

菅

野

胤

子

¥
教
育
セ
ン
タ
ー
/

/
砥
部
中
学
校
よ
り
¥

西
谷
小
学
校

教

諭

二

神

博

(
生
石
小
学
校
よ
り
)

養

護

教

諭

谷

尾

典

子

¥

八

幡

浜

市

/

/
江
戸
岡
小
学
校
よ
り
¥

事

萩

山

幸

子
(

新

任

)

主
川
内
中
学
校

教

諭

高

須

賀

和

典

(
勝
山
中
学
校
よ
り
)

諭

高

須

賀

恵

美

子

(
勝
山
中
学
校
よ
り
)

諭

八

束

祐

子

(
南
中
学
校
よ
り
)

諭

高

須

賀

仁

(
北
中
学
校
よ
り
)

諭

日

野

聖

美

(
中
島
中
学
校
よ
り
)

諭

高

須

賀

郁

子

(
岡
田
中
学
校
よ
り
)

諭

若

田

益

業

(
鴨
川
中
学
校
よ
り
)

諭

山

崎

朋

子
(

新

任

)

教教教教教教

t

，ム
ー
i

事支



恩
給
欠
格
者
の
皆
様
へ

l
i請
求
は
、
お
済
み
で
す
か
l
l

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
(
総
理

府
所
管
の
認
可
法
人
)
で
は
、
い
わ

ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
で
、
外
地
等

に
勤
務
し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年

を
含
め
た
在
職
年
が
三
年
以
上
で
、

請
求
時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
す

る
方
に
は
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
、
さ
ら
に
七
十
歳
以
上
の
方
に
は

高
齢
者
の
順
に
併
せ
て
銀
杯
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

(
注
)
次
の
方
は
、
こ
の
事
業
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

O
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は
旧
軍
人

軍
属
と
し
て
の
在
職
に
関
連
す

る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
方

O
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
お
よ
び

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
こ

と
の
あ
る
方

O
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
上
の
軍
属
(
雇
員
、
傭
人
、

工
員
等
)
お
よ
び
準
軍
属
の
方
。

〔
請
求
書
類
の
送
付
先
、
お
問
い
合

わ
せ
先
〕

東
京
都
文
京
区
大
塚

五
|
三
|
十
三

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
一
課

T T
E
L
 

。
三

l
二
一
九
四
五
|
四
七

O
四

な
お
、
請
求
書
類
は
都
道
府
県

市
区
町
村
な
ど
の
窓
口
に
も
置
い

て
あ
り
ま
す
。

あれこれ

年金
二
十
歳
、
ガ
ス
タ
ー
ト
/

国
民
年
金
学
生
も

加
入
し
ま
す

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
決
し
て
安
全
な
も
の
と
は
一
言
え

ま
せ
ん
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
中
の
事
故
や
自
動
車
や

バ
イ
ク
で
の
交
通
事
故
な
ど
、
学
生

生
活
で
の
事
故
は
年
々
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
私
だ
け
は
大
丈
夫
と
い
う

保
障
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、
国
民
年

金
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
や
が
て

は
老
後
を
迎
え
、
年
金
生
活
に
入
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
は
、

二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
加
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
満
額
の
年

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。加

入
す
る
時
期
は
平
成
三
年
四
月

一
日
現
在
、

二
十
歳
以
上
の
学
生
は
、

平
成
三
年
四
月
一
日
が
加
入
す
る
日

に
な
り
ま
す
。
平
成
三
年
四
月

一
日

以
降
に

二
十
歳
に
な
っ
た
方
は
、

二
十
歳
に
な
っ
た
日
が
加
入
す
る
日

に
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
て
も
、
こ

の
日
に
遡
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
万
一
の
た
め
、
ま
た

老
後
の
た
め
に
備
え
て
、
今
す
ぐ
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
、
っ
。

aの
おはなし

Q戸ンドA

、d固
定
資
産
の
評
価

r
E
B

替
え
と
は
、
何
ん

で
す
か
。

A 
固
定
資
産
税
は
、
固

定
資
産
の
価
格
、
す
な

わ
ち
「
適
正
な
時
価
」

を
課
税
標
準
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
本
来
で
あ
れ

ば
毎
年
度
評
価
替
え
を
行
い
、
こ
れ

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

「適
正
な
時
価
」

を
も
と
に
課
税
を
行
う
こ
と
が
納
税

者
間
に
お
け
る
税
負
担
の
公
平
に
資

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
膨
大
な

量
の
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
毎
年
度

評
価
を
見
直
す
こ
と
は
、
実
務
的
に

は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
三
年
間
評
価
額
を
据
え
置
く
制

度
、
換
言
す
れ
ば
、
三
年
毎
に
評
価

額
を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
意
味
か
ら
、
評
価
替
え
は
、

こ
の
間
に
お
け
る
資
産
価
格
の
変
動

に
対
応
し
、
評
価
額
を
適
正
な
均
衡

の
と
れ
た
価
格
に
見
直
す
作
業
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

っ“11
 

5
月
役
場
は

第4 第2
土曜日土曜日

23 9 
日日
がと

休
み
で
す
。



離L
図
書
室

だ
よ
り

• 

土
曜
日
の
午
後
も
利
用
で
き
ま
す

利
用
時
間
及
び
休
室
日
変
更

四
月
か
ら
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。

O
利

用

時

間

九

一

O
Oか
ら

十
六
二
ニ

O
ま
で

O
休

室

日

毎

週

火

曜

日

(

但

し

火
曜
日
が
祝
祭
日
の

と
き
は
、
翌
日
)

そ
の
他
は
、
以
前
と
同
じ
で
す
。
皆

様
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

5月健康センターだより

(センター)三種混合予防接種

離乳食講習

歯科検診

8日働

(センター)13日附

(センター)

健康教育「レ州工ンヨンと健康づくりJ (センター)

滑川健康相談(海上会堂・岡田サト宅・

(センター)こころの健康相談

14日(村

18日(月)

15日幽

=公民館=

噛

赤
十
字
社
員
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

=pに
一
人
は
、
赤
十
字
社
員
を
/

皆
さ
ん
に
は
、
平
素
か
ら
赤
十
字

事
業
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
国
の

赤
十
字
社
と
手
を
つ
な
ぎ
、
人
々
の

幸
福
と
世
界
平
和
の
た
め
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ん

方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
に
よ
っ
て

生活改善センター)

ポリオ生ワクチン投与 (センター)

胃・子宮・大腸・乳がん検診(センター)

胃・子宮・大腸・乳がん検診(センター)

栄養学級

20日制

21日(木)

(センター)

胃・子宮・大腸・乳がん検診(センター)

胃・子宮・大腸・乳がん検診(センター)

移動採血車献血 (役場 ・松下寿)

22日働

26日附

28日同

29日幽

(センター)不用犬買い上げ

健康相談・栄養相談

毎月曜日

毎水曜日

進
め
ら
れ
て
お
り
、

赤
十
字
で
は
そ
の

使
命
を
達
成
す
る

た
め
、
本
年
も
五

月
を
中
心
に
「
赤

十
字
社
員
増
強
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

展
開
い
た
し
ま
す

の
で
、
何
卒
皆
さ
ん
方
の
温
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社

資

五

百

円

(センター)

(ガリラヤ荘)

母子手帳交付・妊婦健康相談

機能回復訓練事業

66-5011 愛媛十全医療学校附属病院(南方)

当番医

3日(日)

64-1188 

64-2411 

64-2200 

75-2232 

64-2461 

76-7811 

重信クリニック(志津川)

国立療養所愛媛病院(横河原)

西野内科クリニック(牛測)

西村内科(志津川)

渡部内科(南梅本町)

中川外科・内科(南梅本町)

4日(月)

5日w
)
 

円口(
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 17日(日)

24日(日)

31日(日)
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) 

敬
称
略
)

戸

籍

窓

の

(
三
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ざ
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向
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木
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本
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裏
の
あ
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異
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れ
い

白
蓮
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豊
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び
け
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石
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う
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ら
か
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に
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ま
る
る
肩
車

松

田

次

生

ぱ
つ
ぐ
ん

詰
襟
の
背
丈
抜
群
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学
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野

美

岬

本
音
か
も
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と
思
ふ
四
月
馬
鹿

渡
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東

穂

冗
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圭
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ヲ
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降
り
続
く
雨
の
十
日
よ
い
た
ち
草

戒

能

多

喜

菩
堤
寺
の
能
川
手
の
跡
や
落
椿

野

口

宮

子

む

つ

あ

は

る

し

よ

う
じ

影
絵
し
て
睦
み
合
ふ
子
よ
春
障
子

田

中

笹

子

片
言
の
子
と
語
リ
を
り
雛
の
前

日

野

万

砂

ふ
な
だ
ま

春
潮
の
軽
き
リ
ズ
ム
や
船
溜
り

渡
部
て
る
み

し

受
験
子
ヘ
前
夜
の
言
葉
遣
び
け
り

青

野

八

重

そ

あ

略。ね

芽
吹
き
初
む
枝
先
に
日
の
遍
し
ゃ

池

上

美

子

れ
ん
ぎ
ょ
う

は
く〈

か
ず

連
盟
や
ち
ゃ
ぽ
が
育
む
雛
の
敷

池

川

蝿

谷

五
月
例
会
ご
案
内

五
月
二
日
(
土
)
午
後
七
時

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
準
備
②
頂
く
(
貰
う
)

③
早
い
(
速
い
)

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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